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10月末現在の会員数556人
（男性343人・女性213人）

10月はシルバー人材センター事業の趣旨や意義を広く地域社会にアピールする普及

啓発促進月間。月間中、当センターでは独自の取組みとして17日の「シルバーの日」

に、役職員をはじめシルバー会員が参加して中央パークアベニュー周辺の道路清掃や

チラシ配布を実施。また20日には泡瀬４丁目にある「サンゴ公園」の草刈清掃、さら

に27日にも独居高齢者宅の草刈清掃を行った。今年の月間取組みは、新型コロナウイ

ルスの終息が見通せない中、コロナ禍対策のため３密を避けて草刈清掃のみとし、ま

た参加人数や時間を制限して実施。月間中、各所でのボランティア活動に延べ153人が

参加した。上原秀雄理事長は「パークアベニューの清掃作業には昨年を上回る会員が

参加していただき、大変感謝している。独居高齢者宅の清掃もとても喜ばれ、普及啓

発月間の目的が十分果たされた」と報告した。 （2・3・4面に詳細）

コロナ禍の中 ボランティア活動
「普及啓発促進月間」各所で草刈・清掃
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セ ン タ ー 事 業 の 趣 旨 や 意 義 を ア ピ ール

普及啓発月間中、予定外の事業として泡瀬４丁目にある「サンゴ公園」の草刈清掃ボランティア

を実施した。同公園の周りは住宅やアパートが建ち並ぶが、足の踏み場もないほど雑草が生い茂

げり公園とは名ばかり。市からの要望もあり20日に草刈清掃ボランティアとして諸喜田草刈班や

外間草刈班、ごみ回収班の合わせて23名が参加した。作業は、予定時間を大きくオーバーし会員は

汗をかきながら午後4時までかかって、やっと仕上げた。付近住民は「見違えるほどきれいにしていただき

大変ありがたい。市は1日も早く公園として整備してほしい」と話していた。

サ ン ゴ 公 園
草刈清掃ボランティア

中央パークアベニュー
道路清掃ボランティア

「シルバーの日」の10月17日午前８時、12月28日に閉鎖される「ゆんたくまちや」前に、122

人の会員がゴミ袋や清掃用具を手に集合。普及啓発促進月間のボランティア事業として毎年実施

しているが、今年は新型コロナウイルス感染対策を徹底。このため作業前のラジオ体操やセレモ

ニーを省き簡素化して実施。作業は秋晴れの清掃日和の中で行われ約１時間で終了。すっかりき

れいになった通りに清掃に加わった沿道の住民も喜んでいた。

作業 前 作 業後

普 及 啓 発 促 進 月 間

（前列右から）村田正義さん、仲田仙松さん、瑞慶山謙一さん、島袋政夫さん、喜屋武正功さん、平良好市さん、

伊佐義一さん、饒平名良雄さん、島袋紘子さん（後列右から）高吉満弘さん、上江洲勝さん、友利岩雄さん、

津波勇雄さん、城間穣二さん、金城泰則さん、茂田幸正さん、宮里カツ子さん、池味謙次さん、仲宗根シゲさん、

比嘉政一さん、具志堅正和さん、諸喜田茂一さん、仲里達雄さん、上原精栄さん
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第
８
回

理
事
会

入
会
会
員
数

僅
か
に
増
え
る

ー

９

月

実

績
ー

草刈班と回収班の会員８人は、27日「普及啓発

促進月間」の一環である独居高齢者宅の草刈清掃

ボランティア活動を行った。この日は好天に恵ま

れる中、美里仲原町在の大工廻朝真さん宅で屋敷

内の草刈清掃や木の枝打ち・剪定をした後、草木類をトラックでの運び出しまで行い、敷地内は

整然と片付いた。作業を終えた会員らは「長い間、留守にしているため雑草がいたるところで伸

び、荒れ放題だった敷地内はきれいになって本人も喜んでいることでしょう」と話していた。

（写真右から）久手堅憲恒さん、稲福具記さん、徳盛猛さん、

宮城正勝さん、外間元二さん、砂川晃一さん、安村厚俊さん、

高江洲徳秀さん

第
８
回
理
事
会
が
10
月
23
日
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

プ
ラ
ザ
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

議
案
第
１
号
「
正
会
員
の
入
会
」
に
つ
い
て
、
４

人
（
男
性
０
人
・
女
性
４
人
）
が
承
認
さ
れ
、
そ
の

結
果
10
月
23
日
現
在
の
会
員
数
は
５
５
６
人
（
女
性

２
１
３
人
・
男
性
３
４
３
人
）
と
な
っ
た
。
な
お
、

９
月
の
退
会
者
は
２
人
（
男
性
１
人
・
女
性
１
人
）
。

議
案
第
２
号
「
指
定
訪
問
介
護
・
介
護
予
防
訪
問

介
護
事
業
に
関
す
る
運
営
規
程
の
一
部
変
更
」
に
つ

い
て
は
、
公
益
社
団
法
人
沖
縄
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
定
款
第
32
条
第
１
項
第
３
号
の
規
定
に
基
づ

き
、
原
案
通
り
議
決
さ
れ
た
。

令
和
２
年
９
月
の
主
な
実
績
で
は
、
会
員
数
５
５

２
人
で
３
人
の
増
（
０
．５
％
）
、
就
業
実
人
員
３
３

２
人
で
９
人
の
増
（
２
％
）
、
就
業
延
人
員
３
５
７

１
人
で
２
０
５
人
の
減
（
▲
５
％
）
、
配
分
金
約
１

８
５
３
万
円
で
約
３
万
円
の
増
（
０
％
）
、
契
約
金

額
約
２
３
５
３
万
円
で
約
４
３
万
円
の
増
（
１
％
）

と
な
っ
た
。
（
い
ず
れ
も
対
前
年
同
月
比
）

最
後
に
当
面
の
日
程
が
確
認
さ
れ
た
。

無

事

故

記

録

令
和
２
年
10
月
２
日
～

〃

２
年
10
月
23
日
現
在

22日

独 居 高 齢 者 宅
草刈清掃ボランティア
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これまで「ゆんたくまちや」で開催していた「ステップダンス講習会」が10月21日、会場を

シルバー人材センター２階ワークプラザに移して開催された。講習会には女性会員や地域の女

性ら10人が、老若男女問わず誰でも気軽に踊れるステップダンスを楽しんだ。講師は、女性部

会長の石原優子さん。「ステップダンスは、足の運びを中心にしたダンス。高齢者でも簡単に

踊れ、運動不足の解消にもなり気分転換になる。また脳トレとしても最適」と石原講師は話し

受講生からは、サークルへ移行するなどして今後も続けていきたいという声が上がった。

～

全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

～

い

つ

ま

で

も
働

く

喜

び
無

事

故

か

ら

新

入

会

員

紹

介

10
月
23
日
付
で
４
人
（
女
性
４
人
・
男
性

０
人
）
が
新
会
員
と
し
て
入
会
し
ま
し
た
。

地
区
会
員
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
。

下
地

和
子

（
コ
ザ
中
校
地
区
）

GUAN
TING

TING

カ
ン

テ
ィ

テ
ィ

山
城

春
子

（
山
内
中
校
地
区
）

大
見

文
江

（
美
東
・
東
中
校
地
区
）

就
業
相
談
日
の
お
知
ら
せ

毎
週
月
・
水
曜
日

午
前
10

時
～
午
後
４
時

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
会
員
研
修
室

お

気

軽
に

ご

相

談

く

だ

さ

い
。

軽 や か に ス テ ッ プ ダ ン ス ♬
会場移し初の講習会

（
山
内
中
校
地
区
）
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具
志
堅
就
業
グ
ル
ー
プ
（
具
志
堅
馨
リ
ー
ダ
ー
）
は
、
市
内
公
園
の
草

刈
が
主
だ
が
、
こ
の
日
の
就
業
現
場
は
、
中
城
湾
港
内
の
中
央
分
離
帯
に

背
丈
ほ
ど
伸
び
た
雑
草
の
除
草
作
業
で
、
幹
線
道
路
沿
い
に
お
よ
そ
２
㎞

に
及
び
、
３
日
間
の
作
業
工
程
を
予
定
し
て
い
る
い
う
。
作
業
初
日
は
グ

ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
19
人
の
内
、
18
人
が
就
労
。
作
業
前
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
具
志
堅
リ
ー
ダ
ー
は
、
こ
の
と
こ
ろ
増
加
傾
向
に
あ
る
就
業
中
の
事
故

を
踏
ま
え
「
除
草
作
業
中
は
、
刈
払
機
１
台
に
つ
き
長
め
の
防
護
ネ
ッ
ト

を
両
側
に
２
張
設
置
し
て
飛
散
防
止
に
万

全
を
期
し
た
い
。
ま
た
、
熱
中
症
対
策
と

と
も
に
、
密
に
な
ら
な
い
よ
う
コ
ロ
ナ
対

策
に
も
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
常
に
緊
張

感
を
も
っ
て
臨
む
」
と
徹
底
し
た
安
全
就

業
を
強
調
。

就業現場めぐり

（前列右から）唐眞辰夫さん、粟国安彦さん、

具志堅馨リーダー、新里辰信さん、伊禮一郎

さん、記原功さん、島袋文一さん（後列右か

ら）古我知松英さん、松田和夫さん、島袋幸

三郎さん、又吉盛男さん、中下善太郎さん、

高安高信さん、目取真健三さん、宮里宗春さ

ん、喜屋武盛孝さん（左上枠右から）島袋信

子さん、目取真光子さん

今
年
度
３
件
目
の
傷
害
事
故
発
生

刈
払
機
に
よ
る
足
へ
の
負
傷
事
故

＊

事
故
内
容

:

刈
払
機
の
接
触
に
よ
る
負
傷

＊

発
生
日
時

:

令
和
２
年
10
月
１
日
（
木
）

午
前
11
時
頃

＊

発
生
場
所

:

胡
屋
在
民
有
地
（
更
地
ヤ
ー
ド
）

＊

事
故
状
況

:

確
認
の
た
め
に
現
場
を
訪
れ
て
い

た
依
頼
主
が
、
作
業
中
の
会
員
近
く
ま
で
来
て
話
し

か
け
て
き
た
。
会
員
は
、
人
の
気
配
が
し
た
の
で
エ

ン
ジ
ン
を
切
ら
ず
ス
ロ
ッ
ト
ル
レ
バ
ー
を
離
し
て
振

り
向
い
た
。
そ
の
時
の
依
頼
主
は
、
後
ろ
を
向
い
て

現
場
か
ら
離
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
刈
払
機
の
刃

先
が
左
足
ふ
く
ら
は
ぎ
上
部
に
接
触
、
４
～
５
㎝
程

裂
傷
を
負
わ
せ
た
。
事
故
後
、
大
事
を
と
っ
て
救
急

車
要
請
、
病
院
に
て
５
針
の
縫
合
を
終
え
帰
宅
し
た
。

＊

事
故
原
因

:

作
業
を
中
断
す
る
際
は
、
エ
ン
ジ

ン
を
完
全
停
止
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の

時
は
「
何
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
振
り
向
い
た
と
っ
さ

の
出
来
事
で
「
近
く
に
人
が
い
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
」
と
い
う
。
し
か
し
、
刈
払
機
を
使
っ
て
就
業
す

る
際
に
は
、
常
に
危
険
予
知
の
意
識
を
持
ち
、
よ
り

慎
重
な
作
業
を
心
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
回

は
そ
の
緊
張
感
の
欠
如
が
事
故
原
因
と
な
っ
た
。

＊

事
故
後
の
対
応

:

現
場
で
会
員
か
ら
事
故
状
況

を
聴
取
し
た
後
、
業
務
担
当
者
同
行
の
上
、
病
院
に

て
本
人
と
面
談
し
て
謝
罪
。
翌
日
、
グ
ル
ー
ブ
全
員

を
対
象
に
緊
急
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
。

＊

再
発
防
止
対
策

:

刈
払
機
の
想
定
で
き
な
い
事

象
発
生
の
可
能
性
を
踏
ま
え
、
会
員
同
士
に
よ
る

「
相
互
確
認
」
を
徹
底
し
た
。

「
中

城

湾

港

内

除

草

作

業

」

具

志

堅

就
業
グ
ル
ー
プ
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就業形態別の主な判断基準について
＜「シルバー人材センターの適正就業ガイドラインより」＞

シルバー人材センターは、地域の家庭や企業、公共団体などから請負または委任契約により

仕事を受注し、会員の中から適任者を選んでその仕事を遂行します。

請負、委任についての判断基準は下記に示したとおりとなっています。

１ 請 負（請負により業務を行う場合、次のいずれの項目も満たす必要がある。）

当事者の一方がある仕事を完成することを約し、相手方がその仕事の結果に対して報酬を

支払うことを約する契約。仕事の完成を目的とするものですから、労働しただけでは債務履

行したことにならず、仕事の完成がなければ報酬はもらえません。

請負料金の積算基礎単位は、１㎡、１回、１枚、１個、１本等です。

●請負った業務が発注者の指揮命令を受けずに独立して処理できるものである事。

●仕事の分担、段取り及び緩急の調整などの管理を会員自ら行うものである事。

●発注者の雇用する労働者と混在して業務を行うものでない事。

但し、やむを得ず混在して業務を行う場合は、業務の遂行に関する判断やその他管理を会

員自らが行い、請負った業務を自らの業務として発注者から独立して処理するものである事。

●発注者が会員の選定、配置及び交替に関与したり、名簿や履歴書などの提出を義務付けて

いるものでない事。

●会員が発注者から仕事の内容について詳細を聞かれることはあっても、発注者が会員に作

業処理の指示、就業時間の管理及び残業などの指示をするものでない事。

●発注者の就業規則、服務規則などの遵守を会員に義務付けているものでない事。

●請負契約の契約金額は、人工計算（時間単価×人数）でなく、作業量で計算するものであ

る事。

●業務に必要な機械、設備、機材は、シルバー人材センターおよび会員の責任と負担で調達す

るものである事。

●機械、設備、機材、材料もしくは資材を発注者から借入または購入した場合は、別個の双

務契約（賃貸借契約等）を締結し、シルバー人材センターおよび会員が保守及び修繕を行

うか、保守及び修理に要する経費を負担するものである事。

２ 委 任（委任により業務を行う場合、次のいずれの項目も満たす必要がある。）

当事者の一方が相手方にある事務処理を委託し、相手方がこれを承諾する契約。

ある仕事を処理する（仕事）事。すなわち、ある仕事のための役務の給付を目的とし、仕事

の完成は契約の要素ではありません。

●仕事の実態、契約内容が、一定の事務を処理する（仕事をする）ことを目的とするもので

あって、労務の供給や完成を目的とするものではない事。

※他の項目については、上記（請負）と同じ。
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編

集

編

集

後

記

◇11月の予定◇

・
10
日
（
火
）
午
前
10
時

新
会
員
入
会
説
明
会

・
20
日
（
金
）
午
前
10
時

第
９
回
理
事
会

・
26
日
（
木
）
午
前
９
時
～

刈
払
機
取
扱
い
作
業
者

に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育

11
月
３
日
は
文
化
の
日
。
い
つ
も
の
年
な

ら
こ
の
日
に
ち
な
ん
だ
行
事
が
盛
り
だ
く
さ

ん
開
催
さ
れ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
今
年
は
そ

う
も
い
か
な
い
。
私
た
ち
シ
ル
バ
ー
に
は
最

も
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
う
か
ら
、
巷
が
い
く

ら
「
Ｇ
ｏ

Ｔ
ｏ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
騒

い
で
も
つ
い
て
い
け
な
い
。
よ
そ
事
と
決
め

て
つ
い
つ
い
「
引
き
こ
も
り
老
人
」
の
仲
間

に
、
と
こ
ぼ
す
し
か
な
い
。
最
近
「
和
顔
愛

語
」
と
い
う
四
字
熟
語
を
目
に
し
た
。
お
ぼ

ろ
げ
な
が
ら
辞
書
や
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
た
。

元
々
、
仏
教
用
語
で
「
わ
げ
ん
あ
い
ご
」
と

読
み
、
和
や
か
な
笑
顔
と
思
い
や
り
の
あ
る

話
し
方
で
接
す
る
こ
と
だ
そ
う
だ
。
座
右
の

銘
に
い
い
熟
語
だ
。
文
化
の
秋
、
ち
ょ
つ
と

は
脳
ト
レ
を
。
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博


